
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
川
崎
支
部
も
本
年
で
創

立
５
８
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
日
頃
よ
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
支
部
組
合
員
及
び
サ
ポ
ー
タ
ー

会
員
、
支
部
報
読
者
、
関
係
各
位
の
皆

様
か
ら
の
励
ま
し
で
新
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

国
際
的
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ

シ
ア
侵
略
や
ガ
ザ
地
区
へ
の
イ
ス
ラ
イ

ル
の
侵
攻
な
ど
が
止
ま
ず
、
人
命
と
自

由
が
お
び
や
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
、
高
市
首
相
の
国
会
答
弁

が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
首

相
の
台
湾
発
言
は
従
来
の
政
府
説
明
を

踏
み
越
え
て
中
国
と
名
指
し
で
戦
争
を

す
る
事
が
あ
り
得
る
と
公
言
す
る
も
の

で
危
険
な
外
交
失
態
で
す
。
こ
れ
ま
で

と
違
う
重
大
な
発
言
で
す
。
こ
れ
は
日

本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
な
く
て
も
米

軍
を
守
る
た
め
に
自
衛
隊
が
中
国
に
対

し
て
武
力
の
行
使
を
す
る
事
が
あ
り
う

る
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
私
た
ち
の
生
活
は
、
物
価
の
高

騰
や
重
税
、
社
会
保
障
の
切
り
捨
て
で
、

生
活
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
根
源
に
は
長
く
続
い
た
自
公
政
権

の
無
策
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
の
参
議
院
選
挙
以
降
、

自
維
政
権
が
出
来
、
今
ま
で
以
上
に
軍

事
優
先
・
大
企
業
擁
護
の
勝
手
な

政
権
運
営
が
起
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
労
働
組
合
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

も
平
和
・
生
活
擁
護
・
労
働
環
境
の
改

善
等
、
一
層
強
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
残
業
規
制
を
緩
め
る
画
策
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
崎
支
部
で
は
、
昨
年
の
秋
闘
・
年

末
一
時
金
の
取
組
み
の
中
で
、
三
和
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
で
は
、
秋
闘
を

取
組
み
ま
し
た
が
現
状
維
持
に
終
わ
り

ま
し
た
。

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
で
は
年
末

一
時
金
の
回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

団
体
交
渉
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
改

め
て
交
渉
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。崎

陽
軒
の
職
場
で
は
、
年
末
一
時
金

に
増
額
回
答
が
出
さ
れ
、
組
合
で
は
各

売
店
と
本
社
前
で
、
こ
の
間
の
交
渉
を

知
ら
せ
る
宣
伝
チ
ラ
シ
と
各
売
店
に
は

要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、
今
後
は

職
場
の
人
と
の
接
点
を
広
げ
、
職
場
要

求
実
現
と
組
織
化
へ
の
取
組
み
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
２
６
春
闘
を

は
じ
め
と
し
た
４
大
闘
争
に
取
組
み
、

大
幅
賃
上
げ
・
生
活
向
上
目
指
し
て
が

ん
ば
っ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

（
支
部
委
員
長

浅
岡
正
夫
）

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

２０２６年

１月１日

７７０５号

２６春闘で要求実現をみんなで頑張ろう！

絵手紙 光田道雄さん



2025 要求 2025 回答 2024 回答
額 月数 額 月数 額 月数

全国平均 991,683 3.29 728,154 2.34 665,933 2.20 9.3%
神奈川平均 876,465 3.02 629,137 2.00 564,380 2.20 11.5%

回答額の前年度比

7705号 （２）

全国平均／神奈川平均はそれぞれ、前年度比９．３％／１１．５％アップ

2025年末闘争要求と結果

ＪＭＩＴＵ 年末一時金回答

秋闘：８項目の要求をし３回の団体交渉を行ったが、前進回答なし。

年末一時金：夏に要求・妥結

要求：基準内賃金の年間６ヶ月分

妥結：基準内賃金の年間５．２ヶ月（1，616，８９８円）夏冬折半

川崎支部 三和エレクトロニクス分会

年末一時金：

要求：基準内賃金の年間２．６ヶ月分 年末１．３ヶ月（約３８７，６００円）

回答：年末 基本給の１．５ヶ月（３１３，０２１円）

会社はメールで回答してきたが、団体交渉を先延ばし。１月にずれ込む。

川崎支部 日本シャッター分会

年末一時金：

要求：月額賃金の３ヶ月分

妥結：８万円

（前年より１万円アップ）

・横浜本社前でチラシ４０部を配布

・川崎・横浜の駅及び駅周辺の売店へチラシとアンケートを

約１６０部配布

川崎支部 崎陽軒 夏季一時金：

要求：

（１）月額賃金の3ヶ月分（約60万円）

（２）2024年秋闘にて協定された有給休暇取得（3連休）に

ついて営業等でやりくりしての実行を行ってください

（３）膝や腰の負担軽減のためのマット設置について組合員の

職場だけでなく、他売店2〜3か所にも設置を行うこと

結果：

（１）夏季一時金 ７万円

（２）負担軽減マットの設置については、各店舗から営業担当

者に申し入れが有れば対応する。



近
年
、
世
界
で
は
排
外
主
義

の
台
頭
や
軍
拡
が
進
み
、
社
会

の
分
断
と
不
安
が
強
ま
っ
て
い

ま
す
。
物
価
高
騰
に
よ
る
生
活

苦
、
実
質
賃
金
の
低
下
、
最
低

賃
金
の
遅
れ
な
ど
、
国
内
の
家

計
と
労
働
環
境
も
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
労
働
規
制

緩
和
が
進
み
、
長
時
間
労
働
や

不
安
定
雇
用
が
広
が
り
、
労
働

者
保
護
の
基
盤
が
揺
ら
い
で
い

ま
す
。
国
際
情
勢
で
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
や
中
東
情
勢
の
悪
化
、

米
中
対
立
に
よ
り
軍
事
費
が
膨

張
し
、
日
本
で
も
憲
法
の
平
和

主
義
が
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。
川
崎
市
政
で
は
大
規
模

開
発
優
先
の
一
方
、
市
民
生
活

を
支
え
る
福
祉
・
教
育
・
医
療

の
分
野
で
人
員
不
足
や
サ
ー
ビ

ス
低
下
が
続
い
て
い
ま
す
。
い

ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
分

断
で
は
な
く
連
帯
を
基
礎
と
し

た
平
和
と
安
心
の
社
会
づ
く
り

で
あ
り
、
私
た
ち
労
働
組
合
の

役
割
が
い
っ
そ
う
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

今
こ
そ
、
賃
金
の
引
き
上
げ
、

雇
用
の
維
持
、
社
会
保
障
の
拡

充
、
消
費
税
減
税
、
そ
し
て
平

和
憲
法
に
反
す
る
大
軍
拡
か
ら

外
交
努
力
へ
の
転
換
を
求
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
２
０
２
６
年
が
労
働
者
・

国
民
に
と
っ
て
大
き
な
前
進
を

勝
ち
取
る
年
と
な
る
よ
う
、
新

年
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
旗
開
き

で
皆
さ
ん
と
決
意
を
固
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
（
川
﨑
労
連
の
ご

案
内
）

（３） 770５号

川
﨑
労
連
お
よ
び
・川
崎
支
部

２
０
２
６
年
旗
開
き
の
ご
案
内
《
記
：
矢
部
》

な
ん
ぶ
せ
ん

１
０
月
、
自
民
党
初
の
女
性
総
裁
と
な
っ
た
高
市
首

相
が
、
女
性
総
裁
と
な
っ
た
時
「
私
自
身
も
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
言
葉
を
捨
て
ま
す
。
働
い
て
、

働
い
て
、
働
い
て
、
働
い
て
、
働
い
て
ま
い
り
ま
す
」

と
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
２
０
２
５
年
流
行
語
大
賞

に
選
ば
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
▼
国
民
へ
の
献
身
的

な
姿
勢
を
示
す
発
言
と
し
て
頼
も
し
く
思
え
る
人
が
多

く
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
、
財
界
と
政
府
が
す
す

め
る
労
働
法
制
改
悪
で
あ
り
、
労
働
者
の
雇
用
と
権
利

を
破
壊
す
る
大
攻
撃
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
▼
電

通
の
新
入
社
員
高
橋
ま
つ
り
さ
ん
（
当
時
２
４
歳
）
が

過
労
自
殺
し
て
か
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
で
ち
ょ
う
ど

１
０
年
に
な
り
ま
す
。
母
の
幸
美
さ
ん
は
、
「
政
府
が

労
働
時
間
の
規
制
緩
和
に
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ

と
に
『
国
が
誤
っ
た
方
向
に
進
む
の
で
は
な
い
か
と
』

と
い
う
不
安
に
覆
わ
れ
た
」
と
意
見
を
述
べ
て
い
ま
す

▼
政
府
は
、
会
社
の
裁
量
で
労
働
者
を
好
き
な
だ
け
働

か
せ
る
労
働
時
間
の
法
的
適
用
除
外
の
論
議
を
進
め
て

い
ま
す
、
こ
れ
は
憲
法
２
７
条
で
定
め
ら
れ
た
労
働
条

件
の
最
低
規
制
原
則
を
否
定
す
る
「
労
基
法
解
体
」
そ

の
も
の
で
す
▼
労
働
時
間
の
法
的
適
用
除
外
が
可
能
に

な
れ
ば
、
１
日
８
時
間
労
働
や
時
間
外
・
休
日
労
働
時

間
の
上
限
規
制
な
ど
、
労
働
時
間
の
規
制
は
全
く
効
果

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
ま
す
ま

す
職
場
に
は
長
時
間
労
働
が
ま
ん
延
し
過
労
死
や
休
職
・

退
職
者
が
増
え
る
こ
と
の
に
な
り
ま
す
。
「
労
基
法
解

体
」
を
阻
止
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

《
ジ
ョ
ー
ジ
》

川
﨑
労
連

１
月
９
日

１
８
時
３
０
分
よ
り

会
場
：
川
崎
市
総
合
自
治
会

館
・
ホ
ー
ル

（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
小
杉
駅
か
ら

徒
歩
３
分
）

会
費
：
支
部
か
ら
の
参
加
は

支
部
負
担

川崎支部の旗開き １月１１日（日）
１３時より

支部事務所にて
会費 １０００円
多く集まって支部の活動や仲間増やしの話を

飲みながら行おう



年
末
に
来
年
の
干
支
は
「
午
」

な
の
で
午
年
の
私
に
支
部
報
の
原

稿
依
頼
が
来
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
で
、
午
年
の
性
格

は
と
調
べ
た
ら
、
明
る
く
エ
ネ
ル

ギ
ュ
シ
ュ
で
社
交
的
で
、
彼
ら
は

直
感
力
に
優
れ
、
行
動
力
が
あ

り
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い

傾
向
が
あ
り
、
ま
た
、
情
熱

的
性
格
を
持
ち
才
能
に
恵

ま
れ
て
い
る
が
、
情
熱
が

強
す
ぎ
る
た
め
に
、
根
気

が
続
か
ず
、
途
中
で
気
持
ち

が
冷
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

午
年
の
人
は
思
い
た
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
行
動
に
移
せ
る
大
胆
さ
と

実
行
力
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

と
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
と
は
、

だ
い
ぶ
違
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

午
年
と
相
性
の
い
い
干

支
は

「
寅
年
」
（
と
ら
ど
し
）
「
未
年
」

（
ひ
つ
じ
ど
し
）
「
戌
年
」
（
い

ぬ
ど
し
）
だ
そ
う
で
す
。

寅
年
の
人
は
、
午
年
と
同
じ
く

行
動
力
が
あ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
旺
盛
い
わ
ゆ
る
行
動
派
で
、
打

た
れ
強
い
部
分
も
似
て
い
る
の
で

何
か
に
つ
け
て
気
が
合
う
し
、
一

緒
に
行
動
し
て
も
パ
タ
ー
ン
が
同

じ
な
の
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な

く
、
ま
た
、
お
互
い
の
欠
点
を
上

手
に
補
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
そ

う
で
す
。

そ
う
い
え
ば
う
ち
の
相
棒
は

ど
う
い
う
わ
け
か
偶
然
寅
年
で
す

ね
。午

年
と
相
性
が
悪
い
の
は
、

「
巳
年
」
（
へ
び
ど
し
）
「
未
年
」

で
巳
年
は
午
年
と
表
面
上
は
似
て

い
る
様
で
い
て
、
実
は
考
え
方
が

異
な
り
、
巳
年
の
人
は
慎
重
で
じ
っ

く
り
考
え
る
タ
イ
プ
。
午
年
は
直

感
で
動
く
タ
イ
プ
そ
の
た
め
テ
ン

ポ
の
違
い
か
ら
衝
突
し
や
す
い
そ

う
で
す
。
午
年
と
未
年
は
隣
り
合

う
干
支
で
す
が
一
見
近
い
よ
う
に

思
え
て
、
実
は
考
え
方
や
行
動
の

方
向
性
が
ず
れ
や
す
い
組
み
合
わ

せ
で
お
互
い
の
ペ
ー
ス
を
合
わ
せ

る
努
力
が
必
要
と
あ
り
ま
し
た
。

思
う
に
、
あ
っ
て
い
る
よ
う
な
？

全
然
違
う
よ
う
な
？
感
じ
で
す
が
、

今
年
も
、
要
求
実
現
の
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
て
、
１
馬
力
で
全
力
疾
走

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

7705号 （４）

午
年
は
明
る
く
エ
ネ
ル
ギ
ュ
シ
ュ

で
社
交
的
だ
が---

私
は
？

長
谷
川

清



中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

１
２
月
１
３
日
（
土
）

１
３
時
３
０
分
～
１
７
時
。

当
日
の
ス
タ
ッ
フ
集
合
場
所

は
、
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
中
央

大
学
・
明
星
大
学
駅
改
札
。
着

い
て
み
る
と
改
札
出
て
左
右
に

す
ぐ
中
央
大
学
（
右
側
）
、
明

星
大
学
（
左
側
）
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
し
た
。
初
め
て
な
の
で
驚

き
で
し
た
。
さ
ら
に
開
催
教
室

は
「G

L
O

B
A

L
G

A
T
E
W

A

Y
C
H

U
O

」
と
い
う
建
物
の

中
に
あ
り
近
代
的
な
建
物
で
さ

ら
に
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。

こ
の
企
画
は
ワ
ー
ク
ル
ー
ル

を
学
ぶ
た
め
の
も
の
で
、
こ
こ

数
回
は
主
に
学
生
を
対
象
に
行
っ

て
い
ま
す
。
参
加
の
学
生
を
数

名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
自
己
紹

介
を
行
い
、
映
画
を
鑑
賞
し

「
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
」
か
ら
、

討
議
の
テ
ー
マ
を
提
起
し
て
、

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
発
表
し
、

そ
の
後
「
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
」

か
ら
そ
の
講
評
を
行
う
。
と
い

う
形
で
進
め
ま
す
。
学
校
で
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
が
殆
ど
教
え
ら
れ
て

い
な
い
中
で
重
要
な
取
り
組
み

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
２
０
１
９
年

ケ

ン
・
ロ
ー
チ
監
督
の
『
家
族
を

想
う
と
き
』
を
題
材
に
し
ま
し

た
。
内
容
は
な
か
な
か
重
た
い

も
の
で
し
た
。

「
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
」
か

ら
の
討
議
の
テ
ー
マ
は

１
．
雇
用
と
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

２
．
長
時
間
労
働
と
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

３
．
働
く
意
味
（
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
）

参
加
者
は
、
中
央
大
学
と
専

修
大
学
の
山
縣
ゼ
ミ
の
学
生
３

０
名
以
上
＋
ス
タ
ッ
フ
７
名
で

９
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
討
議
を

し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
も
３
４
名
の
方
が

提
出
し
、
特
徴
的
な
の
は
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

終
了
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
兵

頭
理
事
長
（
専
修
大
教
授
）
が
、

ケ
ン
・
ロ
ー
チ
映
画
を
熱
く
語
っ

て
い
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
学

生
一
緒
に
大
学
内
で
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
で
懇
親
会
を
行
い
ま
し

た
。
（
都
合
で
小
生
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
。
）

【
細
谷

記
】

（５） 7705号

ゆるキャラ企画
映画『家族を想うとき』で語り合う働き方 に参加

１
２
月
１
９
日
（
金
）
１

９
時
よ
り
、
川
崎
駅
前
に
て

本
年
最
後
の
街
頭
労
働
相
談

を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
弁
護
士
３
名
、

私
た
ち
川
崎
支
部
か
ら
３
名
、

建
設
組
合
か
ら
１
名
、
医
療

生
協
か
ら
４
名
、
市
民
団
体

か
ら
１
名
の
１
２
名
で
し
た
。

相
談
件
数
は
２
件
で
、

①
営
業
ト
ラ
ブ
ル
で
罰
金
を

会
社
か
ら
取
ら
れ
た
。

②
治
療
し
た
後
か
ら
で
も
労

働
災
害
を
申
請
で
き
る
か
。

次
回

１
～
２
月
は
街
頭
相
談
は
お

休
み
で
、
来
年
３
月
か
ら
行

い
ま
す
。

（
記

浅
岡
）

ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト

街
頭
労
働
相
談



タ
テ
の
カ
ギ

０
１

コ
ス
モ
ス
の
別
名
。

０
２

つ
な
ぐ
こ
と
。
連
結
す
る
こ
と
。

０
３

ブ
ラ
ジ
ル
の
カ
ー
ニ
バ
ル
言

ば
。

０
４

梅
の
木
に
咲
く
花
。

０
５

サ
イ
ド
ド
ラ
ム
。

０
７

朝
廷
に
仕
え
る
人
々
。

０
８

水
銀
の
酸
化
物
。

０
９

漢
字
読
み
「
烏
賊
」

１
０

サ
メ
な
ど
の
新
鮮
な
肝
臓
か
ら

取
っ
た
脂
肪
油
。

１
５

ウ
マ
科
の
哺
乳
類
。

１
７

東
京
都
知
事
「
小
池
〇
〇
〇
」

１
９

「
転
変
〇
〇
」

地
上
に
お
こ
る

異
変
。

２
１

正
統
か
ら
外
れ
、
特
異
な
存
在

と
認
め
て
人
。

２
２

漢
字
読
み
「
女
郎
」
。

２
４

仏
教
語
。
優
れ
て
い
る
こ
と
大

き
い
こ
と
。

２
６

あ
り
が
と
う
を
英
語
で
い
う
と
。

２
９

電
池
の
種
類
。
〇
〇
〇
〇
電
池
。

３
１

魔
性
の
も
の
を
近
づ
け
な
い
こ

と
。

３
２

音
・
音
響
を
英
語
で
は
。

３
３

有
限
の
反
対
は
。

３
４

お
わ
る
事
。

３
５

お
湯
を
使
っ
た
暖
房
器
具
。

３
６

能
登
半
島
北
部
に
あ
る
小
湾
。

３
８

食
後
に
歯
に
は
さ
ま
っ
た

時
に

使
う
も
の

４
１

ほ
ん
の
少
し
の
あ
い
だ
。

４
３

イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
母
。

４
４

コ
ー
ヒ
ー
用
の
小
型
カ
ッ
プ
。

（
半
分
の
茶
碗
の
意
）

４
９

関
東
地
方
北
部
の
県
。

〇
〇
〇
県
。

５
２

掘
り
出
し
た
ま
ま
加
工
し
な
い

石
。

５
３

黒
字
の
対
語
は
〇
〇
〇
。

５
４

岸
洋
子
の
歌
「
〇
〇
の
歌
」
。

５
５

北
海
道
中
部
に
あ
る
〇
〇

〇
み
さ
き
。

５
６

共
通
な
読
み
「
悪
・
握
」

５
８

雪
が
降
り
積
も
り
一
面
の0

0

世

界
。

５
９

松
本
清
張
の
「
〇
〇
の
器
」
。

６
０

イ
タ
リ
ア
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ジ
。

〇
〇
カ
ル
チ
ョ
。

６
１

後
悔
す
る
こ
と
。
「
〇
〇
を
残

す
」

7705号 （６）

ヨコのカギ
01 元女子マラソン選手。日本体育大学体育

部体育学科卒業。

06 国際的な規模に広がる事。

11 オリンピックで１位のメダルの色。

12 ♪〇〇〇の学校は川の中・・・。

13 建物の出入り口。

14 漢字読み「柘榴」。

16 ベトナム社会主義共和国の首都。

18 危険なスズメ〇〇。

20 家庭の中で大事に育てられた娘。

23 チベット仏教の高僧。

25 クジラの古名。

27 正月に外で遊ぶ。

28 室内で床の一部を加工して火をたく場所。

30 草などを刈るのに使う道具。

32 太陽を英語で言うと。

33 刈取った麦の実を殻竿を使い落とす事。

37 漢字読み「躾」。

39 タンス・長持などを覆う布。

40 ♪山口さんちのツトム〇〇。

41 アニメーション「〇〇とジェリー」

42 お母さんを違う言い方では。

43 トラックなどにアンプなどを載せて大音

量で交信するデモ。

45 話す時の言葉の調子。「荒々しい〇〇」

46 ミカンの一種。夏みかん系。

47 人の心をひきつけ、理性を失わせる。

48 石川県北部にある地名。

50 漢字読み「蛸」。

51 屋根坂などに使う〇〇〇。

52 女性歌手「〇〇〇真理」。「水色の恋」

53 宮城県東部、牡鹿半島にある島。

56 漢字読み「?」海水魚。

57 昆虫の名。漢字では「螽斯」。

60 道徳心のある、情操豊かな教育。

62 車の運転はくれぐれも交通〇〇に注意を。

63 中生代の海中で大繁栄した軟体動物。

64 味見でためしに飲むこと。



① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲

1 2
⑤

3 4 5 6 7 8 9 10

11 ⑭ 12 13
⑬

14 15
⑲

16
④

17
⑨

⑥

18 19 20 21
②

22

23 24 25 26 27 28 ⑯ 29

30 31 32
①

33

34 よ う き 35
ゆ

う じ 36
つ

げ ん ⑦

37
⑪

38 39 40 41

42 43 ⑩ 44 45
⑮

46 47 48 49

⑰ 50 51 52
⑫

53 54 55 56

57 58 ⑧ 59 60 61
③

62
⑱

63 64

（７） 7705号

202６年

新年あけましておめでとうございます
今年もよろしくお願いします

回答方法は①～⑲の回答文字を回答欄に入れて文を作って下さい。

拡大クロスワードはハガキ・FAX・メモ等で応募下さい。

正解者全員に1000円相当の賞品（図書カード、クオカード、ビール券）を進呈し

ます。締め切りは次回支部報発行日までです。どしどし応募下さい。

出題者・小林回 答 欄



労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

今後の日程

１月 ７日（水）７７期第６回書記局会議（支部事務所）１３：００～

９日（金）川﨑労連２０２６年新春旗開き（川崎総合自治会館）１８：３０～

１１日（日）支部旗開き （支部事務所）１３：００～

１２日（月）成人式宣伝 川崎労連 中原駅ロウソン前 １２：２０～１３：２０

神奈川労連 新横浜駅 １０：００～

１３日（火）川﨑労連幹事会（ミューザ川崎）１８：３０～

１４日（水）７７期第９回執行委員会（支部事務所）１９：００～

１６日（金）ワーカーズネット運営委員会 １８：３０～

１７日（土）未組織宣伝（登戸駅）１０：００～１１：００

労働相談（支部事務所）１３：００～

１８日（日）支部中間総括（支部事務所）１３：００～

２１日（水）地本新年あいさつ行動 ９：００～

２８日（水）７７期第１０回執行委員会（支部事務所）１９：００～

２９日（木）川﨑労連評議員会（川崎総合自治会館）１８：３０～

３１日（土）ＪＭＩＴＵ中央第２１回臨時大会 北とぴあ（王子駅）１０：００～

２月 ８日（土）支部臨時大会（支部事務所）１３：００～

１８日（水）春闘統一要求日

２８日（土）東日本集会（上野恩賜公園）１３：００～

３月 ４日（水）統一回答指定日

金属労働者のつどい

東日本集会

２月２８日 （土）

（上野恩賜公園）１３：００～

川崎支部の主な行事
支部旗開き

１月１１日（日）

（支部事務所）１３：００～

支部中間総括会議

１月１８日 （日）

（支部事務所）１３：００～

支部臨時大会

２月８日 （土）

（支部事務所）１３：００～


